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１．計画策定の目的 

この計画は、平成 28 年８月に策定した「公共施設マネジメントの推進に係る基

本方針（八戸市公共施設等総合管理計画）」に基づき、林道湯沢線の橋梁において、

長期的な視点をもって、従来の事後的な修繕から予防的な修繕へと政策転換を図る

とともに、修繕費用の縮減を図りつつ、安全性・信頼性を確保することを目的に策定

するものである。 

 

 

２．施設の概要 

（１）施設の概要 

橋 梁 名  林道橋 

路 線 名  林道湯沢線 

所 在 地  八戸市南郷大字中野地内 

橋梁概要  ・橋長 L=8.0m、全幅員 W=4.7m 

・上部工形式：ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ方式 PC ﾎﾛｰ桁橋 

・下部工形式：重力式橋台 

・供用年月：1989 年 4 月 
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（２）位置図 
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３．施設の状態 

橋梁の構造安全性の確保、交通安全の確保及び第三者被害の防止並びにアセットマ

ネジメントによる維持管理のために、令和５年度林道湯沢線（林道橋）橋梁定期点検

業務委託により、各部材の状態を把握・診断した。（点検結果の概要は参考資料（１）

のとおり） 

点検の結果は、「Ⅰ：健全」であることから、第三者の被害防止の観点から応急措

置は必要ないと判断できる。 

 

表１：点検結果 

 

 

 

表２：評価の指標 

 

※出典 青森県橋梁長寿命化修繕計画 10 箇年計画(R4.3)P.15 

        道路橋定期点検要領(H31.2)国土交通省 道路局 P.3 

   

  

部材 主桁 床板 下部構造 支承部 その他 健全度診断 

判定区分 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅲ Ⅰ 健全 

BMS 4.0 4.0 4.0 4.0 

伸縮装置 2.0 

－ 防護柵 4.0 

地覆 3.0 

ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ運営ﾏﾆｭｱﾙ(BMS) 橋梁点検要領(国交省) 状態 

5.潜 伏 期(5.5～4.5) 
Ⅰ：健全 

道路橋の機能に支障が生じてい

ない状態。 4.進 展 期(4.5～3.5) 

3.加速期前期(3.5～2.5) Ⅱ：予防保全段階 

道路橋の機能に支障が生じてい

ないが、予防保全の観点から措置

を講じることが望ましい状態。 

2.加速期後期(2.5～1.5) Ⅲ：早期措置段階 

道路橋の機能に支障が生じる可

能性があり、早期に措置を講ずべ

き状態。 

1.劣 化 期(1.5～0.5) Ⅳ：緊急措置段階 

道路橋の機能に支障が生じてい

る、又は生じる可能性が著しく高

く、緊急に措置を講ずべき状態。 
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４．橋梁アセットマネジメントシステムにおける維持管理シナリオの検討 

（１）維持管理シナリオ 

橋梁アセットマネジメントにおいては、橋梁の状況（環境・道路ネットワーク上

の重要度）や劣化・損傷の状況（橋梁健全度）から、橋梁ごとに適用可能な維持管

理シナリオ候補を表３から１つまたは複数選定する。なお、電気防食シナリオにつ

いては、沿岸部にある場合に検討する必要があるものの、対象となる橋梁は山間部

に位置するため、今回は検討の対象外とする。 

表３：維持管理シナリオ 

 ・・・・・予防保全型    ・・・・・事後対策型 

※ＬＣＣ：ライフサイクルコスト（製品や構造物などの費用を、調達・製造・使用・ 

廃棄の段階をトータルして考えたもの。） 

  

 シナリオ名 内容 

長 

寿 

命 

化 

シ 

ナ 

リ 

オ  

Ａ１ 戦略的対策シナリオ ・特殊環境橋梁等を対象に、鋼部材の定期的な塗

装塗替など戦略的な予防対策を行う。 

・健全度評価が 5.0 もしくは 4.0 で対策を行うこ

とを基本とする。 

Ａ２ ＬＣＣ最小化シナリオ ・新設橋梁の維持管理を想定した場合、部材種類

ごとにＬＣＣが最も小さくなる対策を行う。 

・ＬＣＣが最小となる健全度で対策を行う。 

Ｂ１ 早期対策シナリオ 

（ハイグレード型） 

・劣化・損傷により部材性能に影響が出始める初

期段階で対策を実施するが、長寿命化の効果が高

い工法・材料を採用する。 

・健全度 3.0 で対策を行うことを基本とする。 

Ｂ２ 早期対策シナリオ ・Ｂ－１シナリオ同様、健全度 3.0 において早期

的な対策を実施するが、Ｂ－１シナリオと比較し

て対策コストの小さい工法・材料を採用する。 

Ｃ１ 事後対策シナリオ ・劣化・損傷により利用者の安全性に影響が出始

める前に、事後的な対策を行う。 

・健全度 2.0 で対策を行うことを基本とする。 

Ｃ２ 事後対策シナリオ 

（構造安全確保型） 

・Ｃ－１と同様の対策を行うが、予算制約から健

全度 1.5～1.0 において対策を行う。 

  Ｄ 更新シナリオ ・構造安全上問題がある橋梁等を対象に、全体更

新、上部工更新又は床版打替えを行うシナリオ。 

  Ｅ 電気防食シナリオ ・コンクリート橋の桁材に対して、劣化・損傷の

進行を抑制することを目的に電気防食を行うシ

ナリオ。 
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（２）更新シナリオの選定 

まずは、更新シナリオの選定について、図１のフローのとおりに行った。選定の

結果、関連事業計画対象橋梁、構造安全対策橋梁及び戦略的更新橋梁のいずれにも

該当しないため、更新シナリオは選択しない。 

 

図１：更新シナリオ選定フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

No 

No 

No 

No 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

「NO」：河川改修計画、街路計画、道路拡 

幅計画などの計画はなく更新は予 

定されていない。 

「NO」：点検結果より、構造安全対策上更 

新は必要ない。 

「NO」：塩害対策区分「Ｓ」に該当しない。 

「NO」：防災上、道路ネットワーク機能の 

観点から対象とならない。 

林道橋 
 

長寿命化シナリオへ 
 

  

  

  

関連事業計画 

対象橋梁 

構造安全対策橋梁 

戦略的更新橋梁Ⅰ 

戦略的更新橋梁Ⅱ 

更新シナリオ 

上部工更新シナリオ 

床版打替シナリオ 

更新シナリオ 

更新シナリオ 

上部工更新シナリオ 

更新シナリオ 

No 
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長寿命化対策橋梁 

道路ネットワーク重要橋梁 

特殊環境橋梁 

新設橋梁 

Ａ -1 ：戦略的対策シナリオ 

Ａ -2 ：ＬＣＣ最小シナリオ 

Ｂ 1 ：早期対策シナリオ（ＨＧ） 

 
Ｂ - 2 ：早期対策シナリオ 

YES 

YES

YES 

No 

No 

No 

：ＬＣＣ最小シナリオ Ａ -2 

-

：ＬＣＣ最小シナリオ Ａ 2-

：早期対策シナリオ（ＨＧ） -1Ｂ 

：早期対策シナリオ 2-Ｂ 

：事後対策シナリオ 1Ｃ -

：事後対策シナリオ（構安） Ｃ 2- 

（３）長寿命化シナリオの選定 

次に、長寿命化シナリオの選定について、図２のフローのとおりに行った。なお、

選定の結果、特殊環境橋梁、新設橋梁及び道路ネットワーク橋梁のいずれにも該当

しないため、戦略的対策シナリオ（A-1）を除く、LCC 最小シナリオ（A-2）、早期対

策シナリオ（B-1,2）及び事後対策シナリオ（C-1,2）を選択する。 

 

図２：長寿命化シナリオ選定フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「NO」：小規模梁であり、特殊環境橋梁 

ではない。 

「NO」：既設橋梁であり、新設橋梁では 

ない。 

「NO」：山林に位置する橋梁であり、 

道路ネットワーク重要橋梁 

ではない。 
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＜更新シナリオ選定フローにおける各検討項目＞ 

●関連事業計画対象橋梁 

 「関連事業計画対象橋梁」とは、河川改修計画、街路計画並びに道路拡幅計画により、

事業認可又は個別整備計画により更新が予定されている橋梁をいう。 

●構造安全対策橋梁 

 「構造安全対策橋梁」とは、主要な部位・部材の劣化・損傷により構造安全上更新等

が必要な橋梁をいう。 

●戦略的更新橋梁Ⅰ 

 塩害対策区分「Ｓ」地域に位置し、ある程度劣化・損傷が進行している橋梁の中から、

現地照査の上、専門家の知見を参考に対象選定を行うものとする。 

塩害橋については、ある程度劣化・損傷が進行した時点で補修工事を行う場合、大規

模で費用も多額となり、中長期予算計画に与える影響が大きい。 

そこで、塩害橋については、戦略的に更新を行い、長寿命化シナリオＡ－１（戦略的

対策シナリオ）による管理に移行することで予算の安定化を図ることとする。 

●戦略的更新橋梁Ⅱ 

 防災並びに道路ネットワークの機能向上の観点から選定した橋梁の中から、現地照査

の上、専門家の知見を参考に対象選定を行うものとする。 

具体的には、治水上の観点から河川阻害率が著しく高い橋梁と河川管理上不適切な橋

梁（パイルベント・ラーメン式橋脚等）、耐震の観点から下部工の形式上耐震補強が困

難な橋梁（パイルベント）、道路ネットワーク機能の観点から取り付け道路と橋梁の幅

員差が大きい橋梁と大型車交通量が多いにも拘わらず荷重制限されている橋梁とする。 

 

＜長寿命化シナリオ選定フローにおける各検討項目＞ 

●特殊環境橋梁 

「特殊環境橋梁」とは、形式又は環境条件から更新が困難な橋梁と、大規模補修又は

更新費用が多額になり中長期予算計画に与える影響が大きい橋梁をいう。 

具体的には、アーチ橋や斜張橋のような維持管理が難しい橋梁と、橋長 200ｍを超え

る長大橋並びに塩害対策区分に位置する橋梁のうち、健全な橋梁とする。 

●道路ネットワーク重要橋梁Ⅰ 

 以下の一つでも該当すれば対象とする。 

ⅰ）第１次緊急輸送路上の橋梁   

ⅱ）１日の総交通量（昼間 12ｈ交通量）が１万台以上 

ⅲ）１日の大型車総交通量（昼間 12ｈ交通量）が 3千台以上 

※第１次緊急輸送路：生活圏中心都市の都道府県庁舎・市役所、空港、港湾、生

活圏中心都市の鉄道駅前広場、広域物流拠点（大規模市場）を連絡する道路 

●Ａ－１を除くシナリオ 

上記ⅰ）からⅲ）までのいずれにも当てはまらなかった橋梁が対象となる。 

  

 



8 

 

５．ＬＣＣの算定 

（１）算定方法 

ＬＣＣは、「４．橋梁アセットマネジメントにおける維持管理シナリオの検討」で

選定したシナリオに基づいて行う。 

なお、ＬＣＣの算定に当たっては、対策部材ごとにシナリオに基づいた時期（健

全度）に対策を適用するものとして算定する。また、対策工法は健全度ごとに設定

する。 

 

（２）対策工費の算出 

対策工費の算定は、次のとおりである。 

対策工費＝直接工事費（補修費+足場費）＋間接費＋一般管理費 

補 修 費：標準工法単価×対象面積により算出 

足 場 費：足場単価×足場数量により算定 

間 接 費：直接工費×係数（係数は全橋梁共通） 

一般管理費：（直接工費＋間接工費）×係数（係数は全橋梁共通） 

・標準工法単価は、市場単価または各種積算基準により算出することを基本とし、

積算基準等にない新工法については業者見積り等を参考とする。 

・間接費率及び一般管理費率は、一工事当たり 1,000 万円相当（直接工事費）を設

定して算出する。 

 

（３）ＬＣＣ算定結果 

算定の結果、最もＬＣＣが有利なのは、C1 シナリオを選定した場合で、総和は

2,070 万円である。一方、最もコストがかかるのが、A2 シナリオで、総和 2,230

万円であり、その差額は 50 年間で 160 万円程度となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３：累積補修費 図４：年度補修費推移 
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６．長寿命化修繕計画 

（１）計画期間 

当計画の計画期間は、令和６年度から令和 15 年度までの 10 年とする。 

（２）中期計画 

BMS で出力された部材種類別の対策工事リストをもとに補修工事の 10 箇年計画

を策定する。策定にあたり同一橋梁においては前期５箇年と後期５箇年内に１度し

か対策しないことを前提として林道橋の対策時期と事業費の整理を行った。結果を

下記に示す。 

 

 

※主要部材が健全であることから、早急に対策工事をする必要がないと判断し、

対策工事年度は、令和 11 年度（次回点検および長寿命化修繕計画更新時の翌年）

に設定している。 

 

（３）計画のフォローアップ 

工事等の実績を把握・分析し、今後想定される費用や社会情勢の変化も踏まえな

がら、大きな状況変更等があった場合には、必要に応じて計画の見直しを行う。 

年 度 橋梁名・事業内容 対策費用（万円） 

令和 6 年度   

令和 7 年度   

令和 8 年度   

令和 9 年度   

令和 10 年度   

令和 11 年度 
林道橋 

伸縮装置：交換  防護柵：再塗装 地覆：打換え 

 

1990 

令和 12 年度   

令和 13 年度   

令和 14 年度   

令和 15 年度   

表４ 長寿命化対策工事リストの概要 


